6月27日段階でのQ&A
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　回答者　神戸高専：寺田
連絡方法について
　1-1　水泳連盟を通さず高専間のみのやりとりは、メールでなくTeamsが便利
　　　→　Teamsは機構の管理下にある旧国立高専は普及しているようですが、本校など
　　　　　公立高専などはそれに加わっておらず、整備が必要と感じますので、今回は先
　　　　　延ばししたいと思います。
実施の仕方について
　2-1　公共のプールでは公式大会でない場合、飛び込み禁止が多く、その対応は？
　　　→　今回の通信大会は、全国高専大会の代替試合という要素よりも、高専生への目
　　　　　標となる大会提供ということであり、公式大会に準ずることがベストではあり
　　　　　ますが、あくまでも記録会という形での実施と考えています。（移動のリスクや
　　　　　費用面などを考慮したことが一番の理由）25ｍプールでの実施と50ｍプールで
　　　　　の実施の記録を分けないなど、今回は地域や使用場所、記録の信憑性など様々
　　　　　な差異があることを承知の上、その記録測定した場所に応じた形で対応してい
　　　　　ただきたいと思います（要項を管理者側に提示し、ご理解いただけるように働
　　　　　きかけていただけたらと思います）。
　2-2　コースを借りた場合、飛び込みが禁止されているところがほとんどです。また、日
　　　　程的に終日１つの施設（市民プール等）を借りられるかどうかは疑問です。
　　　→　原則として1日で実施が好ましいと思います。できるだけ差異がないように工
　　　　　夫すると、1日実施と要項に書きました。しかし、先にも述べたように、それぞ
　　　　　れの施設の利用の仕方によって差異がでることは、今回は仕方がないと思って
　　　　　います。参加される各校で、できるだけ差異の無い形での実施を共通理解とし
　　　　　たいと思います。
　2-3　飛び込みができる所がない場合のリレーは下からでの引継ぎでOKか？
　　　→　今回はいたしかたないと思います。
　2-4　泳法違反の判定(スタート、ターン、リレー引継ぎ)はいかが考えでしょうか？
　　　→　要項にもあるように、公式大会に準ずる形で実施してほしいと思いますが、実
　　　　　際には厳密な判定は難しいかと思います。
　2-5　水着やキャップは自由で良いかと思いますがよろしいでしょうか？
　　　→　今回は、水泳連盟登録なしでも参加可能としております。ただし、いろいろな　　　
　　　　　差異を無くすため、各校では「公式大会に準ずる」が基本であり、それに沿え
　　　　　ないケースは今後のことも含め、各校で改善努力は必要かと思います。
　2-6　８月上旬の高総体の代替大会や一般参加の大会にも出場を予定してますので、通信
　　　　大会の期間が８月初めからですと、公式記録で通信大会にエントリーできること
　　　　にはなるのですが…。
　　　→　他地域でも、7月の下旬に大会の予定があるようです。門戸を広げることが大切
　　　　　と感じますので、大会期間の変更を要項に記載したいと思います。
　2-7　大会要項に「公式時間」が多くありますが、「記録」あるいは「タイム」という表現
　　　　が良いのではないでしょうか？
　　　→　あくまでも記録会の延長線上にある通信大会ですので、「公式記録」には当たり
　　　　　ません。要項の表現を変更します。
　2-8　リレー種目についてのルールなのですが、メドレーリレーとフリーリレーの選手が
　　　　重複してもよろしいでしょうか？
　　　→　説明不足で申し訳ないです。フリーリレーを例に挙げると、Aチームでも泳ぎB
　　　　　チームでも泳ぐことや、混合フリーリレーに出ることは禁止です。フリーリレ
　　　　　ーと名の付く種目には、1回のみ出場可能です。学校によっては、男子7名で女
　　　　　子が1名の場合は、男子4名がフリーリレーに、残りの男子3名と女子1名で
　　　　　混合リレーを組むことが出来ます。混合リレーの望ましい形は、男子2名女子2
　　　　　名ですが、門戸を広げるためには、両性が入っていると混合リレーとして登録
　　　　　してもらっても構わないと思っています。リレー種目は2つあり、これらは別々
　　　　　の種目扱いです。メドレーリレーとフリーリレーは1回ずつ出場が可能です。
　2-9　現在、閉寮・遠隔授業中のため、学校の方針で辞退もありえます。
　　　→　神戸高専も未だ遠隔授業で、新入生の顔も見ていません。今後の感染者の増加　
　　　　　によっては、提案者の神戸高専が出場しないケースもあります。あくまでも、
　　　　　機会を提供している記録会とお考えください。
　2-10　通信大会の件、ほとんど参加できる大会がない現状では、大変良い試みと思いま
　　　　す。唯一心配なのは、この大会が大変盛り上がったりすると「次年度以降も、こ
　　　　のやり方で良いのでは」と言われてしまいそうなことです。現在の機構本部等の
　　　　動きを見ていると十分ありそうな気もしますので、要注意かと思います。
　　　→　ご心配は十分に理解できます。経費削減などを理由に、いろいろと機構とのせ
　　　　　めぎ合いを行っている旧国立高専は、大変と聞いています。ただ、バスケット
　　　　　は年末に「東日本高専大会」を長野、「西日本高専大会」は神戸や高松で同時に
　　　　　実施する大会を10年以上行っています。剣道は、3月に「全国高等専門学校
　　　　　剣道練成大会」兵庫県西宮で20年以上、バレーボールも3月に全国規模の大会
　　　　　をおそらく十数年以上実施しています。これらは、機構からお金の援助はなく、
　　　　　各種目独自開催をしていると聞いています。
　2-11　長水路／短水路はどちらかに統一した方が良いのではないか。
　　　→　記録を厳密に競うならば、統一しないといけないと思っています。ただ、今回　
　　　　　は、活動場所がなくなった水泳部員の救済ということで実施と考えます。厳密
　　　　　な記録とはなりませんが、いろいろな形での参加を認め、来年への目標作りや
　　　　　交流出来ることが大切かと思っています。そのため、要項にも記載しています
　　　　　が、長水路と短水路の記録が混在することはわかっている前提で実施を考えて
　　　　　います。
　2-12　正確性の担保とするため、記録の様子を録画しておいてはどうか（たとえば折り
　　　　返し側に三脚を置いてずっと撮りっぱなし程度でも）。上位入賞者分だけは映像を
　　　　確認するようにして、その他の選手の映像は各校で一定期間保管、という取り扱
　　　　いなど。
　　　→　今回の記録で賞状が出たり、学校対抗としたりすることはありません。公式記
　　　　　録という表現が誤解させたようで、申し訳ないと感じます。あくまでも記録会
　　　　　で各校で敷居を上げ過ぎず、できるだけ多くの高専が参加出来るようにするた
　　　　　めの大会とお考えください。
　2-13　現時点では、公式大会が開催されるかどうかは確定しておりませんが、参加可能
　　　　になった場合、公式大会のタイムのほうが信頼性が高いと思います。公式なタイ
　　　　ムを優先したいと思いますが、その場合、要項にある「計測については、大会期
　　　　日中に1回のみとし、記録計測日を分散せずに1日開催とする…（中略）」の条件
　　　　に抵触するのではないかと心配しております。記録会を開催した後でも、大会に
　　　　出場が可能になり、公式なタイムが得られればそのタイムを提出することは可能
　　　　でしょうか？ 
　　　→　公式大会での記録は、日本水泳連盟のルールに則り、間違いの無いものです。
　　　　　おそらく長水路になると推測しますが、例えば、学校で記録会を実施した場合
　　　　　は短水路だと思われますので、どちらを選択されるかは、その本人次第となる
　　　　　のではないでしょうか ？高専生全員が地区の公式大会に参加することが出来
　　　　　るのであれば、各地区の公式大会限定としたいところですが、それは無理だと
　　　　　思います。公式大会と記録会では、原則の1回ではなくなりますが、今回はい
　　　　　たしかたないと思います。もし、本校が公式大会の機会があれば、当然参加す
　　　　　ると思います。ただ、全員がレベルの違いがあり公式大会に出場できるとは思
　　　　　えませんので、校内での記録会は期間中に1回実施します。本校の学生は、公
　　　　　式大会（長水路）よりも記録会（短水路）の記録が良ければ、良い方を選択す
　　　　　ると思います。
　2-14　現在も感染者数の状況から、課外活動に関してはオンラインで可能な活動を除き
　　　　全面禁止状態です。オンラインのニュアンスは、高専間で別々に記録を出し合っ
　　　　てというものでもなさそうです。
　　　→　厳しい地区や学校はあると思います。参加が出来る状況になれば、ご参加くだ
　　　　　さい。
その他
　3-1　各競技において、登録タイムが登録されるので、その結果をもとにして、ただ単に、
　　　　結果を提示するだけでなく、面白い工夫をしてみるとよいと思います。プログラ
　　　　ミングが得意な学生らでアニメーションを作り、上位8人がワクワクして競い合
　　　　っている様子を見せる工夫・・・顔写真、チーム名のアバターが面白い挙動をす
　　　　るなど。（3か月ぐらいあれば高専生だったらできるような気がします。）成果物と
　　　　してソフトウェアは、プログラミングコンテストに提出すれば面白いと思います。
　　　→　面白そうですね。ただ、私にはその知識がありませんので、誰かやっていただ　　
　　　　　けると助かります。この議論は、また、違う場所で必要かと思いますが、この
　　　　　ような取り組みが広がるのも良いかと思います。
